
校友会の礼拝説教                                           2025.5.29. 

5 月 17 日（土）に、私の母校である聖愛中学校高等学校の校友会東京支部の総会がありました。

校友会は最初に礼拝をしています。私は説教を依頼され、その原稿をここに載せたいと思います。 

説教 「主の祈り」 

「主の祈り」について、お話させてください。「主の祈り」は先ほど聖書（マタイによる福音書 

６章９節～１３節）を読みましたように、主イエス・キリストご自身が「こう祈りなさい」と教

えられたお祈りです。「主の祈り」は、カトリック、プロテスタント、正教会を問わず、世界中の

すべてのクリスチャン（23 億 8 千人あまり。以下、括弧内の言葉は述べない）が、同じ内容をそ

れぞれの言語で祈っています。暗記しておられる方もいらっしゃると思いますが、備忘録とし 

て、私が作りました小さなカードを差し上げたいと思います。 

 

今、差し上げた「主の祈り」の言葉はなんと 1880 年・明治 13 年に日本語に翻訳されたもので

す。とても古めかしい言葉や表現が使われています。内容は同じですが、現在は簡素化、現代化

された翻訳があります。日本人は一度覚え込んだものはなかなか替えることが難しいようで、今

でもこの「主の祈り」が唱えられています。私流にカラフルに、可愛らしく、レイアウトしてみ

ました。 

まず、天にまします我らの父よと呼びかけています。誰にお祈りするかが、一番大切です。天

とはどこでしょうか。「主の祈り」の言葉から天とは 我らの父のおられる所であることがわかり

ます。また、神様ではなく 私たちのお父さん と呼びかけなさいとイエス・キリストは教えてい

ます。天がどんなところか、神様とはどんな方なのかを知っている人はいません。聖書では、い

 



まだかつて、神を見たものはいない。（ヨハネ：1：18）とあります。けれども、それに続いて、

ただ、父の懐にいる一人子である神、この方が神を示されたのであると書いています。この方と

はイエス・キリストです。つまり、神とは「父の懐にいる独り子なるイエス・キリストが示した

神」であると言っているのです。イエス・キリストを見れば神が分かるというのです。  

イエス・キリストは、いつも、神を「お父さん」と呼んで、祈っておられました。その「お父

さん」である「神」のイメージは、放蕩息子の譬えにあるように、愚かな、背いた子どもを待っ

ていて、受け入れてくれるお方です。 

また、「イエス・キリストの父なる神」であるだけではなく、イエス・キリストは私たちも「天

の父の子である」と言われました。（イエス・キリストは「主の祈り」の前に、祈りなさい。あな

たがたが天の父の子となるため（マタイ５:44-45）と言っておられます。）ですから、神は私たち

にとっても「私たちの父なる神」、「我らの父」であると教え、そのように呼びかけなさいと言っ

ておられるのです。 

（一）「願わくは」と言って、最初のお願いを始めますが、最初のお祈りは 御名を崇めさせたま

え です。御名とは、「天にまします我らの父」です。この名を大切なものとして、どんな時に

も、何事があっても、いつも、「我らの父」と神の名を呼びなさいと教えてくれています。名は体

を表すという言葉があります。聖書では神の名はヘブライ語の YHWH と教えていますが、イエ

ス・キリストは「御名」の実体である「我らの父・私たちのお父さん」を示してくれました。何

にも増して大切なのは父なる神に祈ることであると教えています。とても大事な祈りなので赤い

色で記しました。 

（二）二番目の願いは 御国を来たらせたまえ です。「御国」とは別の言葉で言えば、「天国」

です。死んでから行くところが天国かしら、天使が飛び交い、清らかで、永遠に苦しみのない世

界を思い浮かべます。けれども、「主の祈り」では「天国」が地上に来ますように、と言っていま

すね。イエス・キリストは、悔い改めよ。天の国は近づいた（マタイ 4:17）という言葉を言われ

て、伝道を始められました。つまりイエス・キリストが、この世に来られた時、「天国」が来たの

です。キリストと共にいるところが「天国」です。イエス・キリストは私が来たのは、正しい人

を招くためではなく、罪人を招くためである(マタイ 9:13)と言われました。また、疲れた者、重

荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよう(マタイ 11:28)と言われ、

弱い人、苦しむ人と共に生きようされました。それが「天国」であり、私たちの望ましい国で

す。それを求めよと教えているのです。 

（三）三番目の願いは 御心の天になる如く 地にもなさせたまえ です。「御心」とは神の心で



すが、神の心は何でしょうか？ それは愛です。ギリシャ語で「アガペ」です。私たちの母校の

名前は、アガペ、すなわち「聖愛」と名付けられています。「神の愛が天で成り立っていますが、

神の愛が地上でも成り立ちますように」と祈れと教えておられます。天と地が同じようになる、

天と地が触れ合い、一致しますようにと祈りなさいと教えています。神が持っている愛を、人間

が持つなど、私たちは不可能だと思ってしまいます。人間はとてもそのような存在ではないと思

わずにいられません。けれども、イエス・キリストは人間にできることではないが、神にはでき

る。神は何でもできるからだ。（マルコ 10:27）と言われます。神は見えない力、霊の働きをもっ

て、天と地を結びつけてくださる。神と人とをつなぐ聖霊の働きを信じるお祈りとなっていま

す。 

「主の祈り」のカードを御覧ください。ここまでは「暖色系」の文字で記しました。赤(父なる

神の愛)、橙（イエス・キリストの恵み）、黄（聖霊の交わり）の色で、天よりくださる愛を示し

たいと思いました。 

さて、次の祈りは「寒色系」の文字で記しました。問題の多い、厳しい世界に生きる私たちの

日常生活では、気を引き締め、落ち着き、知恵を働かせなければなりませんので、そのように表

現しました。 

（四）四番目の祈りは 我らの日用の糧を今日も与えたまえ です。生きるためには食べ物は不

可欠です。（私たちのまわりは豊かな食べ物に満ちている緑の野山です。）パンのために働いてい

るのが日常です。けれどもイエス・キリストは『何を食べようか』『何を飲もうか』『何を着よう

か』と言って、思い悩むな。あなたがたの天の父は、これらのものがみなあなたがたに必要なこ

とをご存じである。何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい。そうすれば、これらのものは

みな加えて与えられる（マタイ 6:31）と言われています。神の国と神の義、とはイエス・キリス

トが示す神の愛と真実の言葉です。神の言葉も私たちを生かす必要な糧です。このように、天の

父は必要なものを、すべて、与えてくださることを覚えて、感謝しながら祈りたいものです。ま

た、「主の祈り」には、「我らの」という言葉がついています。自分のためだけではなく、すべて

の人々、特に貧困、飢餓の中に生きている人々と共に捧げる祈りであることを忘れてはいけない

と思います。 

（五）五番目は 我らに罪を犯すものを我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆるしたまえ で

す。「主の祈り」では罪という言葉が使われていますが、聖書に書いてあるように負債、負い目と

いうのが正しい意味です。自分に対する悪意、被った損害など忘れることができませんし、加害

者のことを赦すことは非常に困難です。それと同時に、私たちも、どれだけ周りの人々を傷つ



け、無視し、蔑んで来たかを知っています。このように、自分勝手な、自分中心な、恥ずかし

い、愚かな私たちをイエス・キリストはご存知ですし、天の父もご存知です。それにもかかわら

ず、赦してくださって、新しい生き方ができるように、待っていてくださいます。（イエス・キリ

ストがたらいに水をくんで、弟子たちの足を洗い、あなたがたも互いに足を洗わなければならな

いと教えられた時の水の色です。）イエス・キリストの助けを信じて、赦す人になるように、謙虚

に、この祈りを祈ります。 

（六）六番目は 我らを試みにあわせず悪より救い出したまえ です。私たちは試練、困難には

弱音をはきます。悪だとわかっていても、強い力には負けます。助けてほしい、守ってほしいと

切に願っています。神のご加護を求めるのが人の常です。守って下さいと、ただ、願うだけでは

なく、私たちは悪に負けないように、自身が強くならなければなりません。悪の支配から開放さ

れ、自由に、生き生きと、生きる、というのが、私たちの「救い」でなければなりません。(神の

武具を身にまとうように、身を正し、守る、藍色を覚えます。) ここまでが、イエス・キリスト

が教えてくださったお祈りです。 

（七）最後に紫色で記された部分 国と力と栄とは限りなく汝のものなればなり は、後世の教

会の人々が付け加えたものです。「ハレルヤ・神をほめたたえよ」と言う意味になります。（心か

ら、神を賛美し、誉め称える思いを示す高貴な色、紫です。） 

「アーメン」は、まことに、確かに、という意味のヘブライ語です。翻訳せずに、世界中の

人々が、お祈りや讃美歌の終わりに、同意、同感の思いで、アーメンと唱和します。 

どのように祈っていいかわからない私たちに、イエス・キリストが、必要、かつ、十分なお祈

りとして、教えてくださったのが「主の祈り」です。私は「主の祈り」のカードに、七色の虹の

色を使って、一つ一つの祈りの意味を心に思い浮かべながら、一つ一つ大切に唱えてきました。 

今日は最後に、皆様と心をあわせて「主の祈り」をご一緒に唱えたいと思います。私が「主の

祈り」と申しますので、皆様も声をあわせてお祈りください。 


